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鹿児島県総合教育センター 平成19年５月発行

ピアサポートを生かした
いじめのない学級集団づくり

いじめ問題は，児童生徒の心身に重大な影

響を及ぼすとともに，場合によっては命にか

かわることもある深刻な問題であり，学校，

家庭，地域が一体となって取り組むべき緊要

な課題である。

また，近年の

いじめは，陰湿

化・長期化の傾

向にあり，いじ

めの当事者だけ

の問題ではなく， 図１ いじめの構造

「観衆」や「傍観者」の児童生徒も含めたい

じめの構造（図１）をしっかり認識するとと

もに，教師として「いじめは絶対に許されな

い。」という強い姿勢でいじめの解決に当た

り，未然防止につながる集団づくりに取り組

むことが求められる。

そこで本稿では，効果的な手だてとして注

目されている，ピアサポートを生かしたいじ

めのない学級集団づくりについて述べる。

１ 児童生徒の願い

当センターでは，平成18年度に児童生徒

の学校生活や気になることなどに関する実

態調査を実施した。その中で「不安を感じ

見て見ぬふりをする子ども（傍観者）

周りではやしたてる子ども（観衆）

いじめ

いじめを受けて いじめている

いる子ども 子ども

たときにかかわってほしい相手」として，

多くの児童生徒が「友達」を選択している

（図２）。学年別にみると，「友達」を選

択している割合は，小学５年から学年が上

がるにつれて増えている。とりわけ，中学

１年から高校１年にかけて，６割を超す生

徒が「友達」を選択している。

図２ かかわってほしい相手

調査時期: 平成18年９月下旬～10月上旬
調査対象: 小学校 ５年610人,６年613人

中学校 １年485名,２年485人,３年469人

高等学校１年513人, 計 3,175人

このように児童生徒は，交友関係で悩む

ことが多いが，同時に，不安を感じたとき

にかかわってほしい相手も「友達」である

ことが分かる。

２ ピアサポートとは

ピアサポートの「ピア」とは「同年代の仲間」

の意味で，「サポート」とは「支援，援助」を

指す。つまりピアサポートとは「児童生徒
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同士が互いに支え合う関係」のことである。

支え合う関係づくりには，相手の意図や動

機，感情を考慮した適切な対応ができるこ

とが大切である。

そこで，児童生徒が相互にかかわる機会

を活用して，支え合う関係をつくり出そう

とするピアサポートプログラムについて述

べる。

３ ピアサポートプログラム

(1) ピアサポートプログラムとは

ピアサポートプログラムとは，ゲーム

やロールプレイングを活用した体験的な

トレーニングを通して，児童生徒に基礎

的な社会的スキルを段階的に育て，互い

に支え合うような関係(ピアサポート）

をつくり出そうとするものである。

実施に当たっては，児童生徒が共感的・

受容的な姿勢や態度を身に付け，協調的

で，信頼できる人間関係をつくることに

配慮する。こうした建設的な人間関係を

維持するために，基本となるのが次の５

点の学習課題である（表１）。

表１ 建設的な人間関係を維持するための学習課題

(ｱ) 協力
共に学び合い，信じ合い，助け合い，分か

ち合うこと。

(ｲ) コミュニケーション
人をよく観察し，理解し合い注意深く話を

聴くこと。
(ｳ) 積極的な感情表現

攻撃的なやり方ではなく，恐れや怒りを表

現する方法。

(ｴ) 違いの称賛
人との違いと共通点を尊敬し，称賛し合う

こと。

(ｵ) もめ事の解決
もめ事に対して，創造的に対応すること。

(2) ピアサポートプログラムの具体的活動

ピアサポートプログラムは，児童生徒

の仲間を支援するための基礎的な社会的

スキルを育てるスキルトレーニング（領

域１）と，領域１で学んだスキルを実際

の活動の中で発揮し，児童生徒同士が互

いに支え合うような関係をつくり出すサ

ポート活動（領域２）の組み合わせで実

施する。

領域２では，領域１で学んだことをど

のような場で発揮させるか明確に想定し，

それに応じた行事や交流の場を意図的に

設定することが重要である。

一般的には，ウォーミングアップ→主

活動→振り返りという流れで一つの単元

を構成する（表２）。

表２ 活動の流れ

① ウォーミングアップ

参加者全員ができるエクササイズな
どを行い，雰囲気を和ませ，協力しよ
うとする気持ちにする活動。

② 主活動

ゲームやロールプレイングなど，体

験できる活動を主とし，関係づくり，
話の聴き方・伝え方など対人関係のス
キルを身に付ける活動。

③ 振り返り

毎回，最後に設定し，主活動を通し

て感じたこと，思ったことを振り返ら
せ，感情の変化に気付かせるととも
に，スキルを定着させる活動。

(3) 教師が指導する上での留意事項

領域１，２において，児童生徒主体の

取組の中で「思いやり」の気持ちが自然

と身に付くようにすることが大切である。

特に領域２では，取組が児童生徒任せ

にならないよう配慮するとともに，次に

挙げる教師の意図的・計画的な支援が必

要である（表３）。

表３ 教師の意図的・計画的な支援

(ｱ) 児童生徒が自ら気付くよう促し，そのため
の支援を行う。

(ｲ) 学級だけでなく，学年，学校全体へと活動
が広がるように取り組む。

(ｳ) 児童生徒の変容を見守る。
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４ 中学校におけるピアサポートプログラムの実践例

小学校６年時に比べ，中学校１年時におけるいじめ，不登校が急増する現象，いわゆる

「中１ギャップ」の傾向を踏まえ，中学校でのピアサポートプログラムの実践例を紹介する。

(1) 中学校におけるピアサポートプログラムの全体計画
学年 １ 年 ２ 年 ３ 年

ね
○新たな出会いを通して，自分 ○周りの人々の生き方や自然に学ぶ。 ○自分の個性や適性を生かし，自

ら のよさや可能性に気付く。 ○課題をピアサポートの観点で解決 分の生き方を見いだす。

い ○互いの違いを認め協力し合う。 できる。 ○体験や活動を通して，豊かな感
○規則正しい生活を送る。 ○自分らしさを発見する。 性を培い命や人権を大切にする。

的主 ○人間関係についての基本的な知識 ・あいさつ，自己紹介 ・温かい言葉掛け

スな ○相手の考えと気持ちの理解の仕方 ・上手な聴き方 ・気持ちを分かった働き掛け

キ社 ○自分の気持ちの伝え方 ・質問の仕方 ・優しい頼み方，上手な断り方

ル会 ○人間関係の問題を解決する方法 ・仲間の誘い方，入り方 ・トラブルを解決する考え方

活主 ・「短学活」等毎日，設定された時間 （領域１）

動な ・「各教科」，「道徳」，「特別活動」（領域１，領域２）

の ・「総合的な学習の時間」に位置付けられたピアサポートプログラムの内容 （領域１，領域２）

場 ・「学校行事」 （領域２） など

（ねらいは，横浜市立本郷中学校の Web ページを参考に作成した。）

(2) 中学校第１学年におけるピアサポートプログラムの計画（全10時間：総合的な学習の時間を活用)

基本となる学習課題 (表１参照）
月 ピアサポート活動 ピアサポートの視点 身に付けさせたい姿勢

協力 コミュ 表現 称賛 解決

４月 １ 対人関係の気付きを基に，自他のよさを認め自己有用感を高める。～

○自己理解への支援 ○教師の自己開示により生徒との ○感情を分かち合う。
５月 ・先生を知る リレーションをつくる。 ○話を最後まで聴く。 ○ ○ ○（

○自己紹介で自分らしさや対人関 ○友達を助ける。
３ 係の特徴を理解する。 ○遊びの中に入る。
時 ○他者理解への支援 ○心を開いて，教師，友達などと ○友達の意見と異なる
間 ・仲間づくり スキンシップを図る。 場合，理由を言う。 ○ ○ ○

） ○友達のことを紹介して，友達へ
の理解を深める。

○自己理解，他者理解 ○友達のよさを見付け褒めたり， ○友達に親切にする。

への支援 友達が見付けたよさ受け入れた ○友達の頼みを聴く。 ○ ○ ○ ○
りする心地よさを味わう。

６月 ２ 体験的な活動を通して，自ら学び自ら考える力を高める。～
○人間関係づくり① ○相手の話を聴く体験をする。 ○相手の気持ちを考え ○ ○ ○

７月 ・他者紹介 ○紹介される気持ちを味わう。 て話す。（

○いろいろな聴き方① ○「相づち」だけで話を聴いたり， ○友達の意見を最後ま
４ ・自己紹介と他者紹介 聴いてもらったりする体験を通 で聴く。
時 して，友達の気持ちを理解する ○自分や友達のよさを ○ ○ ○
間 ことの大切さを意識する。 見付け，よく話す。

） ○いろいろな聴き方② ○実際の応答の仕方の中から，友 ○最後まで話を聴こう
・聴き方のいろいろ 達のことを思いやった聴き方が とする。 ○ ○

(本時） あることを見付ける。

○人間関係づくり② ○いじめられる側といじめる側の ○相手の気持ちを考え
・ロールプレイング 両方の体験から，望ましい振る た行動をする。 ○ ○ ○ ○ ○

舞い方を知る。

９月 ３ 自分を見つめ，課題を解決しようとする力を育てる（実践の場）。～

○体育大会を成功させ ○話を聴く雰囲気をつくり，友達 ○友達を助ける。
12月 よう のよさを分かりやすく話す。 ○相手の気持ちを考え ○ ○ ○ ○ ○（

○体育大会に向けて仲間づくりを て話す。
３ 行う。 (準備～当日～体育大会後) ○仲間意識を強化する。

時 ○みんなで協力，クラ ○困っている友達へのサポート活 ○友達を助ける。
間 スマッチ 動を進んで行う。 ○友達のよさや自分の ○ ○ ○ ○ ○

）

○友達を思いやった行動を意識的 よさを見付ける。
に実践しようとする。 ○自信ある行動をとる。

（※ 基本となる学習課題は，表１に示した５点の課題を簡略化して表記した。）
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(3) ピアサポートプログラムの実際

中学校第１学年総合的な学習の時間学習指導案

１ 単元 「いろいろな聴き方」
２ 本時 「聴き方のいろいろ」２／２

(1) 目標
友達の話を聴く大切さを理解し，自分の話を相手に聴いてもらうことを体験的に学ぶとともに，望

ましい話の聴き方を身に付ける。
(2) 指導上の留意点

ア 導入では，ウォーミングアップを通して，和やかな雰囲気づくりに役立つようなショートエクサ
サイズを行うとともに，活動の見通しをもつようにする。

イ 「スキルのポイントを考える」では，無表情で対応したり，相づちだけや共感的な態度で聴くな
ど，様々な場面を想定した上で，聴く態度の大切さを感じることができるようにする。

(3) 実際
流れ ピアサポート活動 分 指導上の留意点

ウ １ ウォーミングアップをする。
ォ ○「ネームゲーム」をする。 ○ 和やかな雰囲気をつくる。－

・グループごとにいすに座って円をつくる。
ミ ・最初の生徒から「○○の好きな△△（名前） 10 ○ 活動中は「忘れても大丈夫」という雰囲気をつく
ン です」と自己紹介する。 分 り，途中で内容を忘れてしまったときは，周りの生
グ ・その隣の生徒は「○○の好きな△△さんの隣 徒が助けてもよいことを伝える。
ア の××が好きな□□です」と続ける。

ッ ・最後の生徒まで一周する。 ○ 話を上手に聴くと，たくさんのことがよく分かる
プ こと，話を上手に聴いてもらうと気持ちがよいこと

２ 本時のめあてを確認する。 など，聴く側，聴かれる側の両方の立場を体験させ
「上手に聴く」コツを身につけよう。 「話を聴く」ことの大切さに気付くようにする。

主 ３ 本時のスキルを知る。 ○ 相手の話を聴くとき，どのように聴けばよかった

活 ○ 話をよく聴いていなかったために，失敗し かを考えさせ，聴き方のポイントに気付くようにする。
動 たというシナリオを提示する。 30 ○ 無表情で話を聴いたときと，表情豊かに聴いたと

分 きの話し手の気持ちを比較させ，表情豊かに言葉を
４ スキルのポイントを考える。 受け止めることの大切さを実感させる。
５ 「積極的に聴く」スキルポイントを理解する｡
○ よくない聴き方を実際に体験する。 ○ 聴き方には，共感，促し，繰り返し，言い換え，
・ 他のことをしながら聴く。 要約，明確化，沈黙，質問があることを踏まえ，そ

・ うつむいたまま聴く。 れぞれによる対応の仕方を場面に応じて理解させる。
・ 無表情で聴く。 ○ 話し手と聴き手の二人の間に，安心感がうまれる

○ 「積極的に聴く」ポイントを理解する。 ようにする。
○ 「相手をよく見る」では体ごと相手に向けること，

・ 今，していることをやめて聴く。 「うなずき」は極端にしなくてもよいことを伝える。
・ 相手をよく見て聴く。 ○ 活動中に沈黙になった場合，沈黙の意味と対応の

・ うなずきながら聴く。 大切さを考えさせ，配慮させるようにする。
振
り ６ 振り返る。 10
返 ○ 聴き手としてがんばったこと，話し手は聴 分 ○ 「よかった」ところを，できるだけ具体的に発表
り いてもらったときの気持ちはどうだったかと させる。

いう観点で振り返る。 ○ スキルが使える日常生活の場面を紹介し，定着化
○ 日常生活へ定着できるよう励ます。 への意欲をもつことができるようにする。

本稿では，ピアサポートを生かしたいじめ

のない学級集団づくりについて述べてきた。

ピアサポートプログラムについて，滝(2000)

は「子どもの自立に対する『見通し』をもっ

てプログラム化やカリキュラム化を進め，学

級や学年を超える，さらには地域へといった

『広がり』をもちうる活動」であると述べて

いる。このことを十分に踏まえながら，ピア

サポートを生かした取組を，学級や学年だけ

でなく，学校全体にまで広げ，児童生徒が相

互に協力し合う関係づくりに学校全体で取り

組むことが望まれる。
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